
息を2回吹き込む 吹き込んだ息が
自然に出るのを待つ

口対口人工呼吸の要点
・胸が上がるのが
 見えるまで
・約1秒間かけて吹き込む
・吹き込みは2回

１ けが、急病の発生時
①状況の把握
　・すぐに応急処置を施す。
②重度の場合・１１９番通報し、救急車で搬送。
　・保護者に連絡をする。
　　※保護者への連絡事項

　・児童の状態
　・いつ、どのような活動時に発生したか
　・搬送先の病院名

　　※指導員の対応

　・救急車への同乗
　・他の子どもの対応を指導員が分担して行う。
　・緊急対応後、運営委員会に連絡する。

③軽度の場合でも、保護者に以下のことを連絡する。
　・児童の状態
　・いつ、どのような活動時に発生したか
　・指導員の対応

④必ず、記録を作成する。

２ 不審者侵入時　
①不審者への対応
・手元にある物を活用し不審者の動きや移動を阻止
する。
・他の指導員に緊急事態を知らせ、応援を要請する。
・不審者を刺激しないように一室に隔離または退去さ
せる。

②児童の安全確保
・事前に決めておいた暗号で知らせ、児童を避難させ
る。
・指導員は、児童を掌握するとともに、負傷者の有無
を確認し、応急処置を施す。

③関係機関との連携
・ただちに警察へ通報する。

　（例）　〇〇放課後子ども教室指導員の
　　　　△△です。
　　　　〇〇小学校に不審者が侵入しています。
　　　　すぐ来てください。　　　

④事後対応
・児童の心のケア
・市町村の管理課に連絡
・保護者への対応　
・再発防止策

３ 火災発生時
①状況把握及び安全確保
・火災発生場所の確認と初期消火を行う。
・消防署へ通知する。

②避難指示及び誘導
・火災発生場所、避難経路、避難場所を児童に知らせ
る。
・児童の避難誘導を行う。

③避難場所での対応
・児童の人員確認及び傷病者の状況の確認。
・応急処置を施す。

④事後処置と対応
・児童の保護者へ連絡し、引き渡しを行う。

４ 教室外の事件・事故発生時
①状況の把握
・当該児童の氏名、負傷状況、搬送先を確認する。
・ただちにコーディネーターに連絡をする。
・救急車が到着していない場合は、応急処置を施す。

②保護者への対応
・保護者へ事故の連絡を行う。
・ただちに当該児童を見舞う。

③関係機関との連携
・収容先病院にて負傷状況を把握する。
・警察署にて事故の情報収集を行う。

５ 地震・津波発生時
①安全確保
・ただちに机の下にもぐるよう指示する。
・火気使用時は消火し、ガスの元栓を閉める。

②状況の把握
・地震の被害状況を把握する。
・負傷者がいる場合は、応急処置を施す。
・地域全体の被害状況や津波警報の発令有無等に
ついて把握する。

③避難指示
・ただちに避難指示を行う。
・余震に備え、安全な場所へ児童の避難。
・避難経路及び避難場所における誘導と安全確保を
行う。
・逃げ遅れた児童がいないか確認する。

④避難場所での対応
・名簿による人員確認と負傷者の状況の確認。
・負傷者の応急処置を施す。
・震度5強以上の場合は、原則として保護者に連絡し、
引き渡す。

⑤津波警報発令時の対応
・原則として、児童は学校に留め置く。
・学校ではないところで実施の教室は、児童の安全を
最優先した場所に避難する。
・警報が解除されるまで避難場所で待機する。

３ 胸骨圧迫

心臓の拍動が停止したり、心臓の機能が著しく低下
して血液を送り出せない場合に行う。
①傷病者を固い床面に上向きで寝かせる。
②傷病者の片側、胸のあたりに両膝をつき、傷病者の
胸骨の下半分（胸の真ん中）に片方の手の手掌基部
を置き、その上にもう一方の手を重ねる。 
③両肘を伸ばし、脊柱に向かって垂直に体重をかけて、
胸骨を胸の厚さの１／３程度押し下げる。
④手を胸骨から離さずに、速やかに力を緩めて元の高
さに戻す。 
⑤胸骨圧迫は毎分約100回のテンポで行う。

各種対応のポイント
備忘一覧 救命法のフロー図４ 人工呼吸

普段どおりの息がないときは、人工呼吸を行う。
※フェイスシートや一方向弁付き吹き込み用具などを
使用することが推奨されている。

①気道を確保したまま、
額に置いた手の親指
と人差し指で傷病者
の鼻をつまむ。
②自分の口を大きく開け
て、傷病者の口を覆う。 
③約1秒かけて傷病者の
胸が上がるのがわか
る程度の吹き込みを
行う。これを2回続け
て行う。胸を見て、吹
き込み過ぎないようにする。
④呼吸の回復がみられない場合は、直ちに胸骨圧迫を
行う。
⑤胸骨圧迫と人工呼吸を組合せて行う。胸骨圧迫30
回と人工呼吸2回を繰り返す。
※AEDを使用するとき以外は、心肺蘇生法（特に胸骨
圧迫）を中断なく続けることが大切である。
※人工呼吸が行えないときは、胸骨圧迫だけ行う。

５ AEDの使用
AEDが到着し次第使用する。音声ガイダンス等を参
考にして、適切に使用する。　　　　　　　　　　　　

いざという時に、すぐに連絡が必要な場所の
電話番号を各自で書き込んでおきましょう。
（例）　・病院（救急、小児科、整形外科、歯科 等）　
　　　　・行政の担当課　　・コーディネーター　など

緊　急　連　絡　先

保管してある物の場所

いざという時に、すぐに必要なものの場所を
記録しておきましょう。
（例）　・AED　・救急箱　　など

救急･消防 １１９番　警察 １１０番

(　　　)
(　　　)
(　　　)
(　　　)
(　　　)

①意識の確認

助けを呼ぶ
（１１９番通報とAEDの手配）

②呼吸の確認

③④ただちに胸骨圧迫を開始する。

正常な呼吸をしているか

⑤AED到着
・電源を入れる　・電極パッドを貼る

心電図の解析

・電気ショック　1回
・その後ただちに胸骨圧迫と 

ただちに胸骨圧迫と
人口呼吸を開始
５サイクル（２分間）

回復体位に
して様子を
見る

していない

している

必要あり 必要なし

圧迫は強く、速く（約100回／分）、絶え間なく圧迫
解除は、胸がしっかり戻るまで人工呼吸ができない
か、ためらわれる場合は、胸骨圧迫のみを行う。
胸骨圧迫30回と人工呼吸2回のセットを繰り返す。

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に呼吸や目的の
ある仕草が認められるまで救命措置を行う。

人工呼吸を再開
5サイクル（２分間）
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